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地域との連携を強化した
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儲かる経営体質に改善するカギは？

東北ふそう いわき支店

リニューアルが
目指すもの

2年間で3つの省エネ大賞を受賞

三菱ふそうは3つの取り組みを推進

おかげさまで、
2年連続の「省エネ大賞」
三菱ふそうの各拠点は、2015年までに電気使用量の5％削減（2010年度比）を
目指して取り組み、電気使用量の大幅な削減を実現しました。
この功績が認められ、平成26年度省エネ大賞（省エネ事例部門）を受賞。
前年に続き、2年連続で省エネ大賞に輝きました。

製品・ビジネスモデル
部門受賞

「キャンター エコ ハイブリッド」が
認められ受賞！

創 エ ネ

太陽光発電を導入し、
クリーンエネルギーで環境に貢献！

省 エ ネ

LEDなど高効率機器を導入し、
エネルギー消費を削減！

エネルギーマネジメントシステム

EMS（エネルギーマネジメントシステム）の
採用で、電力を“見える化”！

平成25年度

省エネ事例部門受賞
全国194拠点・約6,000人の

社員の省エネ活動が
認められ受賞！

平成26年度

省エネ事例部門受賞

「サプライチェーンにおけるCO2削減」が
認められ受賞！

平成25年度

トラック・バスのお問い合わせは、三菱ふそう販売店へ

http://www.youtube.com/user/Fusoofficial

三菱ふそう / FUSO Japan
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受付では企業マスコット「ニコパちゃん」がお出迎え

姫路駅の目の前にそびえる本社ビル

バス車内にてニュースや天気を配信するデジタルサ
イネージ

乗客からも評判の高い女性ドライバーを
積極的に採用。出産や育児から職場復帰
もしやすい環境を整えている。

オリジナルの ICカード「NicoPa」
で様々な割引を利用可能

三田営業所の路線バス車両 三田営業所の高速バス車両

姫路の駅に降り立つと、生まれ変わった姫路城を背に鮮やかなオレンジ
色の路線バスが入れ代わり立ち代わりバス停に訪れているのが分かる。
その全てが、神姫バスの車両である。主に兵庫県南部を路線バスのエリアとし、
バス事業者として全国有数の規模を誇りながら、西日本で唯一となる連節バスを
運行するなど、地域と連携した柔軟な事業展開が特徴だ。

「今後も自治体との繋がりを強化し、様 な々
事業を展開したい」

取締役社長　長尾 真 氏

法 人 名：神姫バス株式会社
本　　社：兵庫県姫路市西駅前町1番地
設　　立：昭和2年8月8日
取締役社長：長尾真
社 員 数：1,473名
保有車両：770台

顧客サービスの一環として、路線バス業界としては珍しい独自サービスも行っている。その一つ
が、オリジナルのICカード「NicoPa」の発行である。近畿圏の公共交通機関のストアードフェアシ
ステムである「スルッとKANSAI」に加盟しているため、他社の「ICOCA」や「PiTaPa」でも、神
姫バスの利用は可能だが、路線バスならではの複雑な運賃体系に対応した「NicoPa」なら、多
くの割引制度を受けることができる。利用すればそれだけポイントが貯まり、買い物やレジャーなどグ
ループならではの多様なサービスと交換できることも大きな魅力だ。

「汎用性は他社のカードが優位ですが、自社のサービスを拡充するためにも独自のICカードが
必要でした。顧客管理もできるため、将来的にはマーケティングなどに活用することも視野に入れ
ています」（専務取締役 丸山明則氏）
他にも、インターネットによる運賃検索システム「のぞみNAVI」や、車両に搭載された液晶ディス
プレイに地域の情報や天気などを配信する「デジタルサイネージ」など、利用者の利便性を高め
るサービスを展開。この春からは、バスの位置や何分後に到着するのかが、大きなバス停のデジ
タル表示ではもちろん、PCや各種デバイスでも把握することのできる「バスロケーションシステム」を
スタートさせる予定だ。同システムは、災害時に営業所が機能しなくなっても指示が送れるなど、
危機管理の面でもメリットが期待されている。

多彩なニーズに応えるように
幅広い独自のサービスを展開

姫路駅界隈では、かつて市営のバスも運行していたが、平成 22 年には
同社に完全移譲されることになった。その背景には、神姫バスの徹底し
た CS 活動も一つの要因として考えられる。
独自に研修センターや練習コースを抱えているため、入社間もない運転士
をきめ細かに指導することができる。さらに社外の研修機関による研修、
安全運転教習車による特性のチェックなど、CS のカリキュラムを盛り込
みながら、多彩な訓練・研修を行っている。また、運行管理者の講習に
ついては、バス事業者として初めて国から認可を受けた。こうした数々の
対策が功を奏し、ここ3 年において、CS アンケートでもお褒めの言葉が
苦情を上回るようになったという。
大型二種免許がない人材にも広く門戸を開くため、費用の一部負担（3
年継続勤務で全額負担）をする大型二種免許支援制度を導入するなど、
人材の確保にも積極的に取り組んでいる。女性ドライバーの採用にも注
力し、女性が働きやすい職場環境やシステムを構築している。

「この春からは、出産で辞めた元社員でも5 年以内であれば職場復帰で
きるキャリアリターン制度を導入する予定です」（取締役 バス事業部長 
中野浩二氏）

安全性・CSの向上を図る
こだわりの人材教育

運行路線キロ4,224km
全国有数規模を誇るバス事業
運行路線キロ4,224km
全国有数規模を誇るバス事業

地域の自治体と連携した豊富な
路線バスによる輸送サービス。

兵庫県姫路市

神姫バス株式会社

ユーザーレポート

成長のチカラ

ユーザーレポート

成長のチカラチカラ
User Report

地域に根ざし、全国有数の規模を誇るバス事業を展開。

地元では「神姫さん」の愛称で親しまれ、多くの人 の々足になっている神姫バス。
グループとしては「輸送サービス事業」「自動車関連サービス事業」「生活サー
ビス事業」といった、3 つのサービス事業を掲げているが、本社である神姫バス
株式会社では、路線バスや高速乗合バスなどを中心とする輸送サービス事業
を展開。もともとは車両 2 台で始めた事業でありながら、設立 88 年目という永
きにわたる実績が地域での信頼を生み、他のグループ企業の様 な々事業を行
う上での支えになっている。
一般路線のエリアは、阪神地域・淡路島を除く兵庫県南部の大部分を占め、
運行路線キロは 4,224.2km、877もの運行系統数を擁するが、これは全国の
路線バス事業者の中でも有数の規模となる。

「私たちが携わるエリアは、神戸市などの都会と山間地域が一緒になった地域
であり、いわゆる日本の縮図であるとも言うことができます」
だからこそ各自治体と連携し、地域のニーズに合った車両を導入しながら、幅
広く対応できる柔軟なケアが必要になるのだと、取締役社長 長尾真氏は語る。

経営のモットー

地域共栄
未来創成

「経験や技術よりも、人間性
を重視して採用しています」

専務取締役

丸山 明則 氏

「やはり女性ドライバーはお客
様からの評判も良いですね」

取締役　バス事業部長

中野 浩二 氏
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三菱ふそうのスタッフを講師に招いた燃費講習会

大量輸送を実現したメルセデス・ベンツ製の連節バス

三田営業所の乗務員の皆さん

連節バス整備のため大幅な設備投資を実施

神姫バスさんは、人とのつながりを大切にした人情味あふれる企
業様といった印象がございます。
常に新しい技術や装備を求められており、これまでにも高速走行
に対応した路線バスなど、様 な々ご要望に応えるカタチで車両をご
提案させていただきました。この春にも特別仕様として座席を通常
よりも増やした路線バスを導入予定です。
これまで夜行バスがメインであったECS（電子制御サスペンション）
や3 列シート仕様車を昼行便にも積極的に導入されるなど、顧
客サービス向上に注力されています。
今後もできる限り多くのご要望に応えてまいりたいと思います。

新しい技術や顧客サービスの
向上を常に意識されています

ふそう情報
ユーザーとのつながり

バス事業本部 バス販売部
近畿地区担当

藤村　圭一

神姫バス本社としては770台の車両を保有し、そのうち三菱ふそう車
両は451台。その主流は大型車両であるが、路線や走行距離、時
間帯など、条件や要望によって多様な車両を取捨選択している。

「ふそう車両が運転しやすいというのは、弊社の従業員からもよく耳に
します」（中野部長）
「現場からは、パワーがあり、レスポンスも良いと聞いています」（長尾社長）
ふそう車両がオートマになったことで、その分、運転士の作業が軽減されているこ
とも大きなメリットになっている。過去には、三菱ふそうのスタッフを講師として招き、
オートマ車の乗合バスの燃費講習会も実施している。

「弊社はISO14001の認証を取得しており、その目標の一つとして燃費の向上を
掲げています」（丸山専務）

「三菱ふそうさんには昔から親身になっていただき、信頼のあるお付き合いをさせ
ていただいております。規制が厳しい背景もありますが、今後もより優れた車両の
開発に力を注いでいただきたいと願っています」（長尾社長）

西日本で唯一、連節バスを導入しているのも、神姫バス
の大きな存在感となっている。大量輸送のために車体
が2つ以上つながったバスであり、定員が通常のノンステ
ップバスで70名程度のところ、116名に増やすことができ
た。フルフラットになっていることも大きな特徴である。自治
体である三田市の協力を得て平成25年4月から導入。
JR新三田駅から関西学院大学神戸三田キャンパス
など、朝夕のラッシュ時における輸送力不足の解消に
繋がった。

「バスの経費の6割程度は人件費です。大量輸送が実
現することで運転士のコストが浮かせることができたのは
大きいメリットでした」（丸山専務）

「車内は開放感があり、ゆったり乗ることができるとお客様からも好評です」と、連節バスを保有する
三田営業所所長 野田年洋氏が顧客からの評判を語る。
現在は平日のみの運行であるが、地域の子どもたちなど乗車のニーズは高く、今後は土日での運
行なども視野に入れていくという。

姫路市花田町一本松字牛塚17

（9：00～17：30）
079-253-4863

バス事業本部 バス販売部
近畿地区

「三田営業所ではおよそ
8 割がふそう車両であり、
運転士からも好評です」

三田営業所　所長

野田 年洋 氏

ふそう車両を中心に
多様な車両を保有

三田市と連携し
連節バスを運行
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三菱ふそうのスタッフを講師に招いた燃費講習会

大量輸送を実現したメルセデス・ベンツ製の連節バス

三田営業所の乗務員の皆さん

連節バス整備のため大幅な設備投資を実施

神姫バスさんは、人とのつながりを大切にした人情味あふれる企
業様といった印象がございます。
常に新しい技術や装備を求められており、これまでにも高速走行
に対応した路線バスなど、様 な々ご要望に応えるカタチで車両をご
提案させていただきました。この春にも特別仕様として座席を通常
よりも増やした路線バスを導入予定です。
これまで夜行バスがメインであったECS（電子制御サスペンション）
や3 列シート仕様車を昼行便にも積極的に導入されるなど、顧
客サービス向上に注力されています。
今後もできる限り多くのご要望に応えてまいりたいと思います。

新しい技術や顧客サービスの
向上を常に意識されています

ふそう情報
ユーザーとのつながり

バス事業本部 バス販売部
近畿地区担当

藤村　圭一

神姫バス本社としては770台の車両を保有し、そのうち三菱ふそう車
両は451台。その主流は大型車両であるが、路線や走行距離、時
間帯など、条件や要望によって多様な車両を取捨選択している。

「ふそう車両が運転しやすいというのは、弊社の従業員からもよく耳に
します」（中野部長）
「現場からは、パワーがあり、レスポンスも良いと聞いています」（長尾社長）
ふそう車両がオートマになったことで、その分、運転士の作業が軽減されているこ
とも大きなメリットになっている。過去には、三菱ふそうのスタッフを講師として招き、
オートマ車の乗合バスの燃費講習会も実施している。

「弊社はISO14001の認証を取得しており、その目標の一つとして燃費の向上を
掲げています」（丸山専務）

「三菱ふそうさんには昔から親身になっていただき、信頼のあるお付き合いをさせ
ていただいております。規制が厳しい背景もありますが、今後もより優れた車両の
開発に力を注いでいただきたいと願っています」（長尾社長）

西日本で唯一、連節バスを導入しているのも、神姫バス
の大きな存在感となっている。大量輸送のために車体
が2つ以上つながったバスであり、定員が通常のノンステ
ップバスで70名程度のところ、116名に増やすことができ
た。フルフラットになっていることも大きな特徴である。自治
体である三田市の協力を得て平成25年4月から導入。
JR新三田駅から関西学院大学神戸三田キャンパス
など、朝夕のラッシュ時における輸送力不足の解消に
繋がった。

「バスの経費の6割程度は人件費です。大量輸送が実
現することで運転士のコストが浮かせることができたのは
大きいメリットでした」（丸山専務）

「車内は開放感があり、ゆったり乗ることができるとお客様からも好評です」と、連節バスを保有する
三田営業所所長 野田年洋氏が顧客からの評判を語る。
現在は平日のみの運行であるが、地域の子どもたちなど乗車のニーズは高く、今後は土日での運
行なども視野に入れていくという。

姫路市花田町一本松字牛塚17

（9：00～17：30）
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Vロッドの交換は
三菱ふそうサービス工場に

ご依頼ください！

ダイヤルゲージのスタンドをア
クスルやVロッドカバーにセッ
トしてください

Vロッドとアクスルを固定しているボ
ルトが支点になるように長さ450mm
程度のバーをセットしてください

バーを肩に乗せて、バーを
50kg程度の力で押し上げ
てください

押し上げたときの測定値が1.0mm以上ある場合は、
VロッドASSYを交換してください

良い例

点検・整備についてご不明点などございましたら、お近くの三菱ふそうサービス工場にお問い合わせください。

FUSO TRUCK & BUS MAGAZINE - MARCH 2015 -

大型トラックの後輪4バッグエアサスペンションに装備されているVロッドは、
後輪軸と車体を連結する重要な部分です。このVロッドの点検を怠ると、
破損につながるおそれがあるので十分ご注意ください。

Vロッドの損傷点検
大型トラックエアサスペンション車

縁石への激しい乗り上げや事故などにより、後輪軸・タイヤに過大な力が加わると、Vロッドのボールジョイント部に緩みが発生
することがあります。そのまま使用すると、ボールジョイント部の折損やサスペンションの機能が低下し、タイヤのはみ出し・荷くずれ・
荷痛み・乗り心地の悪化などの要因になります。
激しい乗り上げや事故が起こった場合は、Vロッドに外見上の問題がなくても、点検を確実に実施してください。

目視による定期点検項目

Ｖロッドキャップ部の干渉痕、
ボールジョイントダストブーツの亀裂及び損傷

対象車両 ２００３年式、２００５年式４バッグエアサスペンション車

３か月ごと点検

対象車両 ２００３年式、２００５年式４バックエアサスペンション車

対象車両 ４バッグエアサスペンション車全車
対象車両 ４バッグエアサスペンション車全車

Vロッド･ボールスタッドのガタ量測定対象車

弊社指定の点検時期 ３か月ごと及び１２か月ごと

定期交換

ラバーブッシュ交換　 ５０万kmごとに交換
ラバーブッシュの亀裂及び
損傷並びにロッドアームの損傷 ３か月ごと点検

Vロッド・ボールジョイント部

ボールジョイント部ガタの点検でガタ量が1.0mm以上の場合は、三菱ふそうサービス工場へご相談ください。2

Vロッドキャップ部とカバーの干渉痕やダストブーツに傷がある場合は、すみやかに新品のVロッドASSYに交換してください。1

フレーム側のラバーブッシュは外観上、亀裂や損傷がない場合でも、
最長で５０万km走行したときは交換願います。

ガタがある場合

後輪サスペンション
（FU6×2の場合）

ボールジョイント部

Vロッド

ボールジョイント部ラバーブッシュ部

Vロッドカバーに干渉し、キャップ部の塗装が剥げている ダストブーツの亀裂例

点検
時の

重要
ポイ
ント

Vロッドカバー

ダストブーツ

Vロッドキャップ部

なぜ、
点検が大

切なのか

5



2．「計数」を導入し、
　 会議の中身を充実させる 項目

稼働売上高

走行キロ

リッターあたり走行キロ

修理費

デジタコ評価

次
月
目
標

稼働売上高
走行キロ
走行キロ/L
修理費
デジタコ評価

氏名

目標
実績
目標
実績
目標
実績
目標
実績
目標
実績

●月度　●班  個人別実績検討表

※実在する会社名とは一切関係ありません。

1．「リーダーミーティング」の立ち上げ

これまで < 人材マネジメント編 > では、儲かる経営体質に改善していくための組織づくり、人材
づくりについて述べてきました。とくに、その手段として有効な「小集団活動」にフォーカスし、職
場での 3 つのミーティングの取り組み方を解説してきました。最終回の今回は、経営改善のカギ
となる現場リーダーの育成についてお話ししたいと思います。

東野正彦氏●PROFILE●　（株）創造経営センター取締役、コンサルティング事業部長。全国各地のトラック運送業の経営診断・指導に携わり、トラック協会
のセミナーなどの講師も務める。「トラック環境経営」「トラック経営革新」など著書多数。

前回まで、経営改善を実践していく“人づくりの小集団活動”とし
て、職場での3つのミーティング*の組織化を提案し、まず「職場ミー
ティング」の立ち上げから取り組むことをおすすめしてきました。ここまで
のステップのミーティングが会議らしくなってくるのに、通常は１年間ほど
の期間を要します。

以後も同じような内容で継続しようとするとミーティングはマンネリ化
してしまいます。そこで、次の段階では、マイナス項目の減少、経営効率
の向上のためのミーティングは、「リーダーミーティング」と「グループ
ミーティング」に移行していきます。

3．「リーダーミーティング」開催のポイント
「リーダーミーティング」が最終的には、「人づくりの小集団活動」

のキモとなります。リーダーミーティングの充実度と、リーダーの改善意
欲が、「職場ミーティング」や「グループミーティング」の充実度を左右
します。

リーダーミーティング実施のポイントは、以下のとおりです。

これらのミーティングを軌道に乗せ、全社員が前向きに取り組むよう
にするためには、共通の言語である「計数」が不可欠です。

実績の数字を通して努力の内容を反省しあい、次なる改善へ努
力する検討が、組織全体で行われるようにしていきます。

この計数なくしてミーティングを重ねても、中身のない、表面的な会
議になってしまいます。

例えば、以下の様なフォーマットにて検討を行うことで、単なるコミュ
ニケーションの場から改善の場へと、ミーティング本来の趣旨に近づけ
ていきます。

急逝した父のあとを継ぎ、ABC運輸の社長となった長男の太郎。早速、ドライバーが次 と々辞めていく事態に直
面し、魅力ある会社づくりを目指して“小集団活動”に取り組み、まずは「職場ミーティング」を立ち上げた。そして、
具体的な改善に取り組む次のステップへと小集団活動を進めていくことになったのだが……。

儲かる経営体質への改善 ⑪　<人材マネジメント編 Ⅴ>

現場リーダーの育成が改善への道
　　　　　　　～リーダーミーティングが“ 人づくり ”のカギ
［マンガ版］

今月の悩みごと

「リーダーミーティング」を設置し、その１～３か月後に現場での「グ
ループミーティング」をスタートします。すなわち、リーダーミーティングで
学んだこと、他のリーダーの悩みや手本とするべき取り組みをリーダー
間で共有したうえで、各現場でのグループミーティングに臨む体制と
するのです。

*3つのミーティング…営業所等の職場単位全体で開催する「職場ミーティング」、
小集団のリーダーとその上司で組織する「リーダーミーティン
グ」、小集団ごとに組織する「グループミーティング」。

現場で実施されるグループミーティングは、事前にリーダー会議を
開催しておくことがポイントです。グループミーティングで出た意見や、グ
ループの運営で困っていることなどをリーダー会議の中で共有しリー
ダー同士でアドバイスをし合い、時には管理者の指導を受けながら、
再びグループミーティングの運営へとつなげていきます。

4．現場リーダーが経営体質改善のカギを握る
事故やミス・ロス・クレームのない職場づくりや、定着率の高い職場

づくりのカギは、いかにして従業員一人ひとりの意欲を引き出すかにあ
ります。そのためには、メンバーが会社から一方的に与えられる仕事や
目標ではなく、自社に貢献できる目標を自主的に設定できるようにする
必要があります。

そのカギは、現場を取りまとめる「リーダー」にあります。経営者や管
理者ではなく、ドライバーの仲間である現場のリーダーが個人目標と
自社の目標との統合、調和を図ることができれば、その輪が現場に広
がっていきます。そのようなリーダーを育てる場として、３種類のミーティ
ングを自社の実態に合わせ運営していくことが重要です。

東野 正彦氏の

マンガでわかる経営改善講座

・最低でも月１回、できれば月２回開催する。
・時間外に開催、意識が高揚してきたら早朝等でもよい。
・当初はリーダーに負担を大きくかけ過ぎないように。また、
初めから多くを望まない。
・リーダー全員が出席できる日程を選択する。
・テーマは、当初はマイナス項目の削減に入る。次に生産性
向上、効率向上へ。

・計数を活用する会議とする。特にドライバーや作業員が追
いかけるべき指標を取り上げる。
・目標設定は必ず行う（グループ別・個人別）。
・各人が現場で困っていることを共有し、管理者とのコミュ
ニケーションの場とする。
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　韓国の大手旅行会社・HANATOURの日本法人である株式会社HANATOUR 
JAPAN（本社・東京都港区西新橋）が、ローザのスーパーロングボディ33人乗り
をベースにした豪華特別仕様バスを導入。インバウンド（訪日外国人旅行者）向け
の貸切バスとして運行を開始した。
　導入されたのは東京、大阪にそれぞれ10人乗り1台、12人乗り2台の計6台で、
実際の運行は同社の子会社である有限会社友愛観光バス（本社・大阪府八尾
市）が行っている。
　ローザ豪華仕様バス導入の背景や狙いについて、企画に携わったHANATOUR 
JAPANマーケティングチーム次長の李珉周氏と、友愛観光バス代表取締役の金沢
正憲氏にお話を伺った。

個人手配の
少人数旅行者が急増

ことが重要なポイントになりました。
　そこで、客席と荷室を分けて作るにはロングボディの小型バスがいいのではないかと、三菱
ふそうさんに相談したわけです。決め手になったのは全長7.73mというローザのスーパーロン
グボディでした。ゆったりとゆとりある空間を提供するために、このボディサイズがぴったりでした。
　本来は左右2列－1列シートの座席ですが、座席の横幅を広げて1列－1列シートに改
造し、前後のシートの間隔も十分にとって、ゆったりとくつろいでいただける仕様にしました。

　当社は以前から、ローザのロングバージョンを少人数のパッケージツアーで使っていま
した。豪華仕様ではないのですが、後方ドアが観音開きで2列－1列シートの19人乗りに
したものです。その評判が非常に良かったので、ローザのスーパーロングボディをベースに
すれば大丈夫という確信がありました。
　ただ、平成24年以降シートの安全基準が見直され、シートの配置などの制約が厳しく
なりましたので、以前のように自由な座席のアレンジができなくなっていました。
　そうした中で、三菱ふそうさんが特別仕様バスのニーズに対する衝突安全テストなどを重
ねておられましたので、タイミングが合致し、今回の豪華仕様バスに結び付いたといえます。
　このローザ豪華仕様車は当面、羽田空港と関西国
際空港をベースに運行していく予定です。ニーズがある
のは分かっていますが、国内ではまだ未知数の分野です
ので、関空発の周遊観光等、いろんなプランを提供して
いきたいと考えています。
　そのためにもインバウンド需要を拡げ、
外国からのお客様に好印象を持ってい
ただけるようにしていきたいですね。実
績が上がれば、豪華仕様車をさらに増
車することも視野に入れています。

　ヨーロッパで開かれた旅行の博覧会に参加した時、ヨーロッパの方たちの体
型が非常に大きいことを実感したことも、今回の企画のベースになっています。小
型のバスでありながら、ヨーロッパのお客様の体型でもゆったりと乗れるクルマを
つくろうと考えたのです。
　最初は他メーカーのマイクロバスや多人数乗車のワゴンも検討したのですが、
海外からのお客様は大きいスーツケースを持っておられるので、荷室を確保する

決め手はスーパーロングボディ

　この豪華仕様バスをつくるにあたって特に重視したのは「リラックス感」です。
　旅行には宿泊、観光地、食べ物とさまざまな要素がありますが、宿泊を除けば、時間を
一番費やすのが「移動」なんですね。短いと30分くらいのこともありますが、長いと3時間
以上の移動もあります。その移動時間をお客様にリラックスして過ごしていただきたいという
思いで企画しました。
　そのために、航空機のビジネスクラスのシートを紹介してもらい、革張りのシートにして高
級感を演出するとともに、乗り心地の良さを追求しました。シートの座り心地には必ずご満
足いただけると思います。
　HANATOUR JAPANでは、このローザ豪華仕様車を「くるくるバン」のブランド名
で、新規事業モデルとして展開していきます。
　韓国のお客様だけでなく、中国、東南アジア、欧州、中南米などグローバルインバウン
ドに向けて、豪華な雰囲気をちょっとリーズナブルに楽しみたいという人たちに喜んでいた
だきたいと思います。

重視したのは「リラックス感」

　韓国ではエアポートを降りると、そのまま
高級なリムジン車で市内観光のできるツ
アーが当たり前になっていて、韓国への旅
行者に大変人気があります。ところが日本

では豪華仕様で小型の貸切バスがなく、以前から物足りなく感じていました。
　また最近はLCC（格安航空機）の普及などを背景に、小グループや家族単位で、コー
スや日程・宿泊施設などを個人手配して旅をするFIT（エフアイティー）と呼ばれる旅行形
態が広がっています。特に韓国から日本への旅行者は、半数以上がFITになっています。
　年齢層の高い富裕層と呼ばれるお客様も、パッケージツアーではなく自分たちのスタイ
ルでツアーを楽しみたいという人が急増しています。HANATOURのお客様も40代以上
の方が多く、ちょっと豪華な旅をしたいという方が増えています。
　私はHANATOUR JAPANで新規事業の開発を担当しているのですが、このような
状況を踏まえて、豪華仕様の小型バスをつくれば必ずヒットすると確信し、今回のローザ豪
華仕様車の導入に至りました。

個人手配の
少人数旅行者が急増

韓国ではエアポートを降りると、そのまま
高級なリムジン車で市内観光のできるツ
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豪華仕様で新たな ビジネスモデルを展開

入口ドア最前列席前にはパーテーションが設置され、
女性客等への配慮が行き届いている

すっきりとした後部の荷室
12人乗りはカーテンで客席と仕切る
10人乗りは壁で仕切ってある

床は家でのくつろぎ感覚を演出するフローリング

株式会社HANATOUR JAPAN
経営支援本部/マーケティングチーム/次長
李　珉周氏

前後の間隔をゆった
りとったシートは革張
り。折り畳みテーブル
や充電用USBなどが
装備されている

1列－1列シートでゆったりとした室内空間

観音開きで荷室
へのバッグの出
し入れもラクラク

豪華な雰囲気をリーズナブルに

有限会社友愛観光バス  代表取締役　金沢 正憲氏

訪日旅行者に、さまざまなプランを提供

小型バス「ローザ」
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　「いわき支店は、震災の直接的な被害はほとんどありませんでした。しか
し、整備工場は40年以上前に建てられたもので、じつはリニューアルの計
画は10年ほど前からあり、私たちにとっては文字どおり“念願”だったので
す」と話し始めたのは、長年いわき支店で営業を担当し、3年前から現職
を務めている吉田康彦支店長です。
　いわき支店は、常磐自動車道いわき湯本ICから約7kmに位置し、国
道6号線からも近い場所にあります。
　「県外から駆けつけている復興車両は現在も多く復興現場に留まるう
ちに車検が切れてしまい、こちらに車検を依頼される車両も数多くあります。
とくに土木建築関連のトラックの需要が高く、震災前の倍くらいの台数が
走っている印象です。震災前は需要が少なかった土木建築関連の新
車、中古車の引き合いも増えています。 
　リニューアルしたいわき支店の最新鋭の整備工場は、こうした震災復興
車両の整備拠点として大きな貢献ができると考えています」 （吉田支店長）

　リニューアル工事に着工したのは、2013年12月のこと。整備工場
も含め、既存の支店機能を止めることなくリノベーションを実施しまし
た。実際、どのような整備工場に生まれ変わったのでしょうか。
　「天井高や整備に必要な各種設備など工場は建設当時の規格
にそって建てられていたため、メカニックにとって使い勝手のいい整備
工場とはいえませんでした」と説明するのは、鷹林昭夫工場長です。
　「そこで工場新設にあたっては、メカニックたちの意見を最大限に
取り入れ、整備作業がしやすく、効率的に行える工場にしていただき
ました。整備作業がスピードアップすれば、お客様にも喜んでいただ
けますからね」（鷹林工場長）
　そのために、新しい工場には最新鋭の整備ライン8ストールと検査
ラインが設けられました。
　「そのうちの1ストールは、20t対応の4柱リフトを備えています。これ
によりトレーラーをそのままリフトアップして整備ができるほか、1ストール

で2台整備できるようになりました。
　また、事務所のすぐ隣に検査ラインを設けたこともいわき支店ならで
はの特長です。検査ラインは工場の端に設けられているのが一般的
ですが、車検の書類作成など事務所と行き来することが多いので検
査作業の効率化につながっています」（鷹林工場長）
　そのほか、太陽光発電装置やLED照明、エネルギーマネジメント
システム、最新の排水処理装置の導入など、三菱ふそうが推進する
環境に優しい整備工場となっています。
　「福島沿岸部において、迅速に高品質な商品やサービスをお客
様に提供していくことが私たちの大きな使命。この最新鋭の整備工
場を大きな力に、長年取引頂いているお客様の車両はもとより、復興
に関わる車両のサービス拠点としていっそう貢献していきたいと考えて
います」（吉田支店長）

特 集 東北ふそう いわき支店

福島の復興に貢献する
最新鋭の整備工場として
リニューアル

　東日本大震災から早くも4年が経とうとしています。被災
地は着実に復興への道を歩んでいるものの、まだその道の
りは遠いといわざるをえません。
　被災地域にある三菱ふそうの各販売・整備拠点も、震
災直後からいち早く復旧に取り組み、被災されたお客様
への迅速なサポートをはじめ、復興に関わる車両の整備
などを通じて被災地の復興を支えてきました。また、2013
年2月には気仙沼市に新たにサービスセンターを設置し、
震災復興車両への整備サポート体制も強化しました。
　そして、2014年11月、いわき支店も最新鋭の整備工
場へとリニューアルし、地元福島の復興に向けてさらに力
強く歩み始めました。

震災復興車両の整備拠点として メカニックの意見を取り入れ、効率的に作業が行える設備に刷新

吉田 康彦
東北ふそう
いわき支店 工場長
鷹林昭夫

天井のカメラが壁の工程管理表を写し、営業マンが
外出先からiPadで常時確認できるシステムを導入。
お客様への提案を迅速に行えるようになっている。

大型トレーラーをそのままリフトアップできる4柱リフト。

来店したお客様のためのユーザールーム。 ダンプトラックの自重計を検査するための自重
計テスターも新設。車検整備作業の大幅な効
率化が図られた。

三菱ふそうでは、エネルギーマネジメントシステムや太陽光発
電、節電コンテストなど全国の直系ディーラー194拠点におい
て積極的に省エネ活動を展開。平成26年度「省エネ大賞」
省エネルギーセンター会長賞も受賞しました。

ピットの床が下がるストール。メカニック
は車両の下に入らず立ったままの姿
勢で整備が行える。

最新鋭の整備ライン8ストールと車検専用ラインを備えた工場。

東北ふそう
いわき支店長

リニューアル
車両の整備拠点として大きな貢献ができると考えています」 （吉田支店長）

東北ふそう
いわき支店長

10 11



　「いわき支店は、震災の直接的な被害はほとんどありませんでした。しか
し、整備工場は40年以上前に建てられたもので、じつはリニューアルの計
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平成26年度

省エネ大賞
（省エネ事例部門）

主催：一般財団法人省エネルギーセンター

［ 経営改善講座 ］

［ 特 集 ］

地域との連携を強化した
路線バスの運行 （神姫バス株式会社）

［ ユーザーレポート ］

儲かる経営体質に改善するカギは？

東北ふそう いわき支店

リニューアルが
目指すもの

2年間で3つの省エネ大賞を受賞

三菱ふそうは3つの取り組みを推進

おかげさまで、
2年連続の「省エネ大賞」
三菱ふそうの各拠点は、2015年までに電気使用量の5％削減（2010年度比）を
目指して取り組み、電気使用量の大幅な削減を実現しました。
この功績が認められ、平成26年度省エネ大賞（省エネ事例部門）を受賞。
前年に続き、2年連続で省エネ大賞に輝きました。

製品・ビジネスモデル
部門受賞

「キャンター エコ ハイブリッド」が
認められ受賞！

創 エ ネ

太陽光発電を導入し、
クリーンエネルギーで環境に貢献！

省 エ ネ

LEDなど高効率機器を導入し、
エネルギー消費を削減！

エネルギーマネジメントシステム

EMS（エネルギーマネジメントシステム）の
採用で、電力を“見える化”！

平成25年度

省エネ事例部門受賞
全国194拠点・約6,000人の

社員の省エネ活動が
認められ受賞！

平成26年度

省エネ事例部門受賞

「サプライチェーンにおけるCO2削減」が
認められ受賞！

平成25年度

トラック・バスのお問い合わせは、三菱ふそう販売店へ

http://www.youtube.com/user/Fusoofficial

三菱ふそう / FUSO Japan
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